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投票立会人の主な仕事

投票立会人は、投票が行われる際に、投票事務に参与するとともに、投票事務の執行が 公正

に行われるよう立ち会うことがその役目である。その担任する事務の主なものは、次のとおりで

ある。

○ 投票手続の全般について立ち会うこと（法三八）

（１） 投票所の開閉に立ち会うこと

（２） 最初の選挙人が投票する前に投票所内にいる選挙人とともに投票箱に何も入ってい

ないことの確認に立ち会うこと

（３） 選挙人の選挙人名簿（抄本）との対照に立ち会うこと

（４） 選挙人に対する投票用紙交付に立ち会うこと

（５） 不在者投票の投函に立ち会うこと（指定関係投票区の場合を除く。）

（６） 指定在外選挙投票区である場合は、在外投票の投函に立ち会うこと。

（７） 投票録に署名（自署）すること

（８） 投票箱の閉鎖に立ち会うこと

（９） 投票箱等の送致に当たる立会人は、投票箱の鍵を保管し、投票管理者と共に投票箱

を開票管理者のもとに送致すること。

（１０） その他投票手続の全般について立ち会うこと

投票立会人の心がまえ

投票立会人は、投票管理者のもとにおいて、投票事務の公平を確保するため公益代表として投

票事務全般（立会時間を定めて選任された場合は、その立会時間中に行われる事務 全般）に立

ち会う重要な職責を有するものである。

１ 定刻までに必ず選任通知書及び印鑑を持って参会すること。やむを得ない事情があって

参会できないときは、速やかに選挙管理委員会と投票管理者に連絡すること。

２ 投票立会人は、投票事務が公正、適確かつ迅速に処理され、選挙人が自由な意思に従って

投票することができるよう、投票管理者に意見を申し出る等積極的に投票管理者に 協力す

ることが大切である。

なお、投票管理者に意見を申し出る場合は、投票手続が進行中のことでもあるので、簡潔

にその要点を申し述べるよう心がけることが必要である。

３ みだりに投票所外へ出ないこと 用便その他真にやむを得ない理由がある場合のほかは投
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票所を出ないこと。やむを得ず 投票所外に出るときは、同時に二人以上が席を立たないよ

うにすること（席を立つとき は投票管理者に連絡すること。）。

４ 投票立会人は、ひとたび承諾して立会人となった以上は、その公益代表としての職責上、

病気その他やむを得ない事故等の正当な理由がある場合を除き辞職することはできないこ

とになっており、また、その職務を怠ったときには罰則の適用のおそれがある（法 三八５、

二三八）

投票時間

投票所での投票手順

衆議院議員総選挙は、小選挙区選挙と比例代表選挙の 2つからなります。また、最高裁判所裁

判官国民審査も同時に行われますので、有権者は 3つとも投票してください。

小選挙区選挙の投票は候補者名を記載して投票します。

比例代表選挙の投票は政党名を記載して投票します。
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代理投票の手順

投票立会人のおもなスケジュール

· 06：40 内容説明

· 07：00 投票開始

· 12：00 前後 昼食。お弁当が出ます。

· 19：00 夕食。お弁当が出る投票所があります。

· 20：00 投票所の閉所

· 20：30 投票箱を開票所へ持ち込み

· 21：00 解散
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当日持参するもの、持参するとよいもの

選任書及び印鑑（必須）

椅子用のクッション

１日中パイプ椅子に座ることになるので、後半は非常にお尻が辛いです。

ずっと固い椅子に座るとかゆくなってくるので、クッションがあると楽になります。

投票立会人に関するQ＆A

問 : 投票立会人に選任された場合、事前講習会はありますか?

答：投票立会人をするために特別な知識は必要ありませんので、事前講習会等は行いませ

ん。投票手続き全般について、適正に行われているか立会いただきます。

問 : 投票立会日には、どのような服装で行けばいいですか?

答：普段どおりの服装でけっこうですが、派手なものや露出の多いものはご遠慮ください。

また、投票所の出入口付近で立会うため、寒暖の調節ができる服装でお越しください。


